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近

世

筑

豊

の

石

炭

に

か

ん

す

る

覚

書

松

崎

武

俊

石

炭

ど

こ

ろ
筑

豊

地

方

に

"
石
炭

"
が

庶

民

の
燃

料

と

し

て
普

及

し

た

の

は
、

江

戸

も

初

期

の
頃

で

は

な

か

ろ

う

か
。

と

い
う

の

は
筑
豊

地

方

文

書

の

な

か

に

石

炭

に

つ

い
て

の
記

述

が

、

寛

文

年

間

頃

か
ら

ぽ

つ
ぽ

つ
見

え

て

く

る

か

ら

で

あ

る
。

ま

ず

記

録

の
古

い
と

こ

ろ

で

は
、

同

九

年

の
石

原

家

記

」

(
久

留

米

)

が

あ

る

。豊

前

国

香
春

辺

石

を

堀

焼

嗅

気

殊
之
外
悪
敷

と
、
田
川

郡

香

春

近

郷

に

叢
け

る

石

炭

焼

き

の
強

烈

な

悪

嗅

に

タ

マ
ゲ

タ
久
留

米

人

の
記

事

が

目

に

つ
く

。

つ
ぎ

に

「
石
原
家
記
」
よ
り
少

し
下

る

頃

の
作

と

い
え

る

「
砂

原
物

語

」

に

は
、

福

岡

城

下

で

は
見

か
け

ぬ
黒

煙

天

を

覆

う

た

石

焼

き

の
光

景

を

詠
ん
だ

の
が
あ

る
..

砂

原

の
石

火

焼

家

の
煙

り

に
も

す
ゝ

け

ぬ
蝶

の
眠

り
居

る

か

な

「砂
原
物
菟
囲

は
、
遠

賀

郡

底

井

野
村

在

住

の
郡

代

富

山

五
右

ヱ
門

が

"

一
当

子

"

の

ペ

ン
ネ

ー

ム

で
筆

に

し

た
書

で
、

砂

原

は
地

名

、

蝶

は
砂

原

に
あ

っ
た
文

人

の
集

い
場

所

で

あ

る

"
睡

蝶

庵

"
と
、

美

し

い
飛

ぶ
蝶

と

を

も

じ

っ
て

い
る

の

で

あ

る
。

ま

た
同

地

の
文

人

小

林

湖

遊

も

「
猫

城

里

諺

抄

」

に

三
代

藩

主
黒

田

光

之

の

家

来

立

花

五
郎

太

夫

が

光

之

の
供

で

同

別

邸

を

訪

れ

た

と
き

の
歌

と

し

て
、

底

井

野

の
石
火

焼

く

家

に
宿

す

れ
ば

袖

も

す
ゝ

う

と
媒

す

た

れ

け

り

と

著

し

て

い
る
。

た

ぶ

ん
別

邸

か

ら

眺

め

た

石

焼

き

の
煙

り
が

、

都

会

人

の

五

郎

太

夫

に
は
珍

ら

し

く
、

異

郷

の

風
物

詩

と

し

て
映

っ
た

の
で
あ

ろ

う
。

光

之

は

承

応

三

年

か
ら

元
禄

元

年

ま

で

の
福

岡

藩

主

で
あ

る

か

ら
、

こ
れ

も

同

年

代

の
歌

と

い
え

る
。

石

炭

焼

き

の
煙

り

と

匂

い

は
、

公

害

に
慣

ら

さ

れ

た
現

代

人

の
目

鼻

に

は

さ

し

て

オ

モ

シ

ロ

ク
も

オ

カ

シ

ク
も

な

い
が
、

江

戸

期

に
あ

っ
て

は

殊

の
外

の

シ

ロ

モ

ノ
で

あ

っ
た

ら

し

い
。

元

禄

年

間

の
戯

作

者

井

原

西

鶴

も
、

そ

の
頃

の

フ

レ

ッ
シ

ュ
な

ニ

ュ
ー

ス
と

し
て

、

道

中

記

「
一
目

玉

鉾

」

に

戸

畑

・
黒

崎

石

焼

く

所

也

と

触

れ

て

い
る
。

江

戸

期

の
石
炭

の
多

く

は
、

採

堀

し

た

山

の
坑

口
近

く

で
焼

か

れ

、

コ
ー

ク

ス
状

の

"
ガ

ラ

"
に
し

て
商

品

化

し

て

い
た

。

こ
れ

が

庶

民

の

間

に

は
火

持

ち

お
き

お
き

の
よ

い

"
石
炭
燠

"
と

か

"
焚

石
燠

"
と

か

い

っ
て
重

宝

が

ら

れ

た

。

享

保

期

以

降

と

も

な

れ

ば

、

石
炭

の

需

要

度

が

高

ま

る

に

つ
れ

て

、

地

方

文

書

に
も

石
炭

関

係

の
資

料

が

急

速

に
増

え

て

く

る
。

そ

の
珍

ら

し

い
と

こ

ろ

で

は
、

文

政

十

二
年

十

月

筑

前

国

穂

波

郡

潤

野

村

百

姓

弥

三

郎

が

、

山

か

ら
買

入

れ

た

ガ

ラ

の
残

り
火

に
気

付

か
ず

火

事

を

引
起

し

、

失

火

罪

に
問

わ

れ

て

い

る
。

其

日
、

石
炭

壱

駄

相

求

候

而

裏

軒

下

二
召

置

、

其

脇

二
藁

積

居

申

候

処

、

右

石
炭

火

気

共
御

座

候

而

風

吹

起

し
、

藁

二
燃

移

り
(
「
差

出

帖

」
)

天

保

四

年

十

一
月

十

三

日
、

豊

前

国

田

川

郡

添

田

町

で

は
、

石

炭

お

き

の
火

の
持

続

性

を
悪

用

し
、

藁

積

み

の
小

口

に
石

炭

お
き

を
差

込

み
、

放

火

を

企

ん

だ

奴

が

出

た
。

小

屋

二
藁

包

石

炭
燠

を

包

ミ
、

藁

積

之

小

ロ

ニ
差

込

、

差
火

仕

掛

(

「
御

用

廻

文

写

」

)

石

炭

の
利

用

が
家

庭

の
末

端

に

浸

透

す

る

に
と

も

な

い
、

そ

の
用

途

も

燃

料

と

し

て
ぽ

か

り

で

な

く

、

"
贈

答

品

"
や

"
授

業

料

"
に
、

は
て

は
生

活

必

需

物

資

と

の

"
交

換

品

"
に
ま

で
扱

わ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。



筑

前

の
国

学

者

伊

藤

常

足

も

産

炭

地

の
生

れ

だ
け

あ

っ
て
、

こ

よ

な
く

石

炭

を

愛

用

し

た
。

そ

の
証

拠

に
、

彼

の
日

記

で

あ

る

「
家

事

雑

記
」

に

は
頻

々
と

石

炭

記

事

が

綴

っ
て
あ

る
。

弘

化

三
年

二

月

廿

日

大

谷

焼

石

炭

買

二
遣

ス
、

弐
俵

代

百

十

六

文

相

払

い
持

帰

る
也

同

、

三

月

十

五

日

晴

天
、

文

助

大

谷

タ

キ

石

買

い

二
遣

ス
、

切

手

壱

匁

文

助

二
持

た

せ

遣

ス

也同
、

十

二
月

十

六

日

馬

二
て
石

炭

松

隈

よ

り

つ
け

参

る

同
、

十

二
月

十

七

日

石

炭

一
駄

半

次
郎

方

よ

り

持

参

と

い

っ
た
具

合

に
、

彼

は

"
石

炭

"
と

記

し

た

り
、

"

い
し
ず

み

"
と

か

な

書

き

し

て

い

る

の
が

注

目

さ

れ

る
。

さ

ら

に
安

政

四
年

の

「
家

事

雑

記

」

末

尾

に

は
、

土

地

の
庄

屋

役

で
門

人

で

も

あ

っ
た
仰

木

氏

か

ら
、

石

炭

を

贈

ら

れ

た

お
礼

に

一
首

を

添

え

て
謝

意

を
表

し

て

い

る

の
が

あ

る
。

仰

木

氏

よ

り
名

物

の
炭

を

お

こ

せ
給

ひ
け

る
時

た

ま

物

の
俵

は

い
け

だ

の
す

み

な

ら

ん

な

に
は

あ

し
げ

の
馬

ぞ

い
な

Σ
く

い
け

だ

は
遠

賀

郡

池

田
村

の
意

で
、

同

所

名

産

の

石
炭

を
葺

毛

の
馬

に
積

ん

で

送

っ
て

来

た

の

で

あ

ろ

う
。

嘉

永

二

年

の
鞍

手

郡

「
川

添

家

文

書

」

の

「
諸

覚

帖

」

を

見

せ

て
貰

っ
た

ら

十

二
月

二

日

今

日
牧

助

、

勝

浦

浜

二
塩

か

ヘ

ニ
遣

申

候

、

も

っ
と

も

焚

石

壱

駄

つ
け

て

行

申

候

一
、

石
ニ

て
替

分

勝

浦

浜

牧
助

存

じ

と

、

石

炭

と
塩

と

を

物

々
交

換

し

て

い
た

。

塩

浜

の
場

合

は

ガ

ラ

で
な

く

生

炭

の

"
焚

石

"
と

交

換

し

て

い
る

の

は
、

塩

焼

用

に
使

う

た

め

先
方

か

ら

の
要

望

で
あ

ろ

う
。

採

炭

の
方

も

江

戸

末

期

頃

と

も

な

れ

ば

、

土
地

農
夫

の

ア

ル
バ

イ

ト
だ

け

で

は
労

力

不
足

を

き

た

し
、

坑

主

は

全

国

か

ら
流

れ
込

ん

だ

日
稼

労

務

者

や
無

宿

者

を
、

"
納

屋

"
の
前

身

で

あ

る

"
山

小

屋

"
に

住

み

つ

か

せ

"
堀

子

"
と

し

て
稼

動

さ

せ

た
。

こ

れ

ら

の
人

々

の
山

小

屋

が

増

え

る

に

つ
れ

、

一
っ

の

"
村
"

が

で
き

、

村

は
次

第

に
賑

わ

い
を

見

せ

た
。

や
が

て

物

売

り
や

旅

芸

人

が

出

入

り
す

る

ま

で

に
活

気

を
呈

し

て

き

た

。

弘
化

三

年

二
月

十

一
日

六

反

田
焼

石

山

二
、

此

ノ
時

か

る

わ

ざ

役

者

参

リ
、

見

物

の
人

大

勢

参

る
。

「

と

伊

藤

氏

は

「
家

事

雑

記

」

に
、

山

小

屋

の
盛

況

ぶ

り

を

こ
う

書

き

残

し

て

い

「

る
。石

炭

が

初

め

て
産

業

用

の

"
塩

焼

炭

"
と

し

て
着

目

さ

れ

、

実

際

に
活

用

さ

れ

た

の
も
、

筑

豊

炭

が

最

初

で

あ

ろ
う

。

こ

れ

ま

で

の
石

炭

史

で

は
、

明

和

年

間

頃

、

周

防

国

三

田
尻

で
和

田

佐

平

な

る
者

が

、

。
百

万

石

炭

の
用

途

を

研

究

し

て
苦

辛

経

験

の
末

、

始

め

て

製

塩

事

業

に
適

す

る

こ

と

を

知

り

"
と

、

製

塩

用

の
燃

料

に
石

炭

を
使

用

す

る

こ
と

に
成

功

し

た

と

い

い
、

そ

れ

か

ら
約

五

十

年

後

の
文

政

年

間

に

か
け

て
、

竹

原

・
撫

養

・
赤

穂

な

ど

の
、

い
わ

ゆ

る
瀬

戸

内

十

洲

塩

田

に
石

炭

の
使

用

が

ひ

ろ
が

り
、

燃

料

と

し

て

の
重

要

性

が

高

ま

っ

た
(
「
日
本

歴

史

大

辞

典

」
)
と
伝

え

ら

れ

て
き

た
。

だ
が

、

筑

前

国

宗

像

郡

「
勝

浦

塩

浜

文

書

」

の

「
勝

浦

村

字

塩

浜

築

切

開

キ

一
切

写

簿

」

に

よ
れ

ば

、

す

で

に
正

徳

年

間

頃

か

ら
塩

浜
製

塩

用

の
燃

料

に
石
炭

を

使

っ
た

記

録

が

あ

る
。



塩
焼
石
之
儀
、
数
十
歳
芦
屋

冷
直

二
参
リ
来
リ
候
処
、

(
ネ
ズ
ミ
キ
リ

×

×

×
)

享
保
乙
巳
年
二
月
馬
遠
賀
郡
今
古
賀
邑
大
庄
屋
彦
三
郎
、
郡
中
大
庄
屋
中
間

相
談
仕
、
芦
屋
川
ロ
へ
積
出

シ
申

ス
焼
石
、
御
留

メ
被
下
候
様

二
御
願
上

候
付
、
同
人
願
之
通
被
仰
付
塩
焼
百
姓
中
甚
タ
難
儀

二
指
及
申
候

二
付

と
、
享
保
十
年
二
月
以
前
数
十
歳

と
逆
算
す
れ
ば

"
正
徳
年
間
頃

"
に
さ
か
の

ば
る
。

勝
浦
塩
浜

は
、
寛
文
六
年
福
岡
藩
士
吉
田
六
郎
太
夫
の
発
意
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
"
畝
数
二
十
六
町
歩

"
の
塩

田
で
、

こ
れ
ま
で
の
製
塩
用
燃
料
は
遠
賀

・

鞍
手

・
宗
像

・
粕
屋
の
各
郡
か
ら
、
松
の
下
枝
を
買
入
れ
て
い
た
。

前
文
資
料

に
あ
る
芦
屋
洲

口
経
由

の
製
塩
用
炭
が

"
御
留

メ

"
を
喰

っ
た
理

由
は
、
漁
船

の
"
箸

火
炭

"
に
取

ら
れ
て
現
炭
が
払
底
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「福

岡
県
史
資
料
叢
書
第
七
輯
」

に
、
原
資
料
は
焼
失
し
て
今
は
な
い
が
と
前
置
き
し

て
、
享
保
五
年
七
月
、
遠
賀
郡

の
焼
石
が
払
底
し
て
近
辺
浦
付

の
漁
船
が
簿
火

炭
に
難
儀
し
、
五
平
太
船
持
ち
が
豊
前
赤
池
と
鞍
手
郡
赤
地
の
両
所
か
ら
買

い

調

へ
、
浦

々
へ
売
り
渡
し
た

"
と

「
光
雲
神
社
文
書
」
を
著
者

の
伊
東
尾
四
郎

氏
が
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
と
前
文
の
塩
浜
資
料
と
が

一
致
す
る
。

し
か
し
、

こ
れ
だ
け
の
資
料
を
も

っ
て
、
勝
浦
塩
田
が
正
徳
期
か
ら
製
塩
用

燃
料
を
、
薪
か
ら
石
炭
に
切
替
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
延
享

三
年

に
仕
立
て
た
畝
続
き

の
"
津
屋
崎
塩
浜

"
の
開
祖

「大
社
家
文
書
」
の

「

「
延
享
三
年
宗
像
郡
津
屋
崎
塩
田
塩
浜
開
」
に
、
燃
料
薪
を
肥
前
国
五
嶋
辺
に

ま
で
求
め
た
記
録
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

薪
船
仕
立
、
五
嶋
辺

二
而
薪

相
求
候
得

ハ
…
…

こ
れ
は
筆
者

の
私
見
で
あ
る
が
、
延
享
期
頃
ま
で
は
ま
だ
塩
焼
釜
に
使
う

。
ロ
ス
ト
ル

"
の
技
術
的
考
案
が
な
ら
ず

"
薪
炭
併
用

"
で
や

っ
て
い
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
は
貝
原
益

軒
の
著
書

「
土
産
考
」

に
、
筑
豊
地
方

の
住

民
が
風
呂
焚
用
に
石
炭
を
使

っ
て

い
る

村

民

こ

れ

を

堀

り

て
薪

に
代

用

す
、

遠

賀

・
鞍

手
殊

に
多

し

…
…

煙

多

く

臭

悪

し

と

い
え

ど

も

よ

く
燃

え

て

、

火

久

し
く

有

、

水

風

呂

の
釜

に

て

た

き

て

よ

し

と

い
う
見

聞
記

が

あ

る

し
、

現

に
氏

の

「
土

産

考

」

を

立

証

す

る

か

の

よ

う

に
、

筑

豊

の
農

家

で
は
最

近

ま

で

ロ

ス

ト

ル

の
な

い
土

焚

き

の
風

呂

場

に
石

炭

と

薪

を

交

互

に
投

げ

入

れ

、

効

果

的

な
焚

き

方

を

し

て

い
た

か

ら

で
あ

る
。

さ

て
漁

船

用

の
鷺

火

炭

に
優

先

さ

れ
、

製

塩

炭

の
不
足

に
困

っ
た
勝

浦

塩

浜

で

は
、

再

三
奉

行

に
歎

願

し

た
が

許

可

に
な

ら

な

か

っ
た
。

そ

こ

で
享

保

十

年

十

月

二

十

四

日
、

郡

代

味

岡

団
右

ヱ
門

が

郡

内

田
嶋

村

に

一
泊

し

た
機

会

を

と

ら

え

、

ま

た

も
塩

浜

代

表

か

ら

石
炭

の
芦

屋

洲

口
積

出

し

の
許

可

を

願

出

た

と

こ

ろ
、

筑

前

炭

は
篭

火

炭

不
足

で

駄

目

だ

が

、

豊

前

炭

な

ら

洲

口
積

出

し

を

認

め

て

よ

か

ろ

う

と

い
う

こ
と

で
話

が

つ

い
た

。

同

年

十

二

月

三

日
、

塩

浜

代

表

が

豊

前

国

へ
登

り
、

田
川

郡

赤

池

村

庄

屋

藤

兵

ヱ
に
交

渉

し

た
結

果

、

商

談

が

ま

と

ま

り
、

豊

前

炭

壱

万

五

千

斤

の
買

付

け

に
成

功

し

た
。

同

十

一
日

二
同

所

罷

立

、

芦

屋

之

様

二
参

リ
、

芦

屋

御

代

官

井

上

九

太

夫

殿

掛

目
、

同

十

三

日

二
持

帰

リ

申

候

、

其

節

買

調

候

焼

石

壱

万

五

千
斤

也

(

「
勝

浦

村
字

塩

浜

築

切

開

キ

一
切

写

簿

」

)

と

、

噸

数

に
直

し

て

九

噸

、

川

締

艘

分

の
量

で
塩

浜

代

表

の
意

を
満

足

さ

せ

る

も

の

で

は

な

か

っ
た

が

、

こ

れ

に
よ

っ
て
、

す

で

に
享

保

期

に

は
篝

火

炭

・

家

庭

炭

・
製

塩
炭

な

ど

と

石

炭

の
需

要

が

増

え

、

供

給

者

側

が

増

炭

を

迫

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

ま

さ

に

石
炭

史

飛

躍

の
前

奏

曲

と

も

い
う

べ
き

時

代

に

入

っ
た
と

い
え

よ

う
。

宗

像

郡

に

は
勝

浦

塩

浜

の
他

に
、

い
ま

一
個

所

畝
続

き

の

"
津

屋

崎

塩

田

"

が

あ

る
。

同
塩

田

は
寛

保

元
年

八

日
、

讃

岐

国

の
商

人

大

社

元

七

の
技

術
指

導

に

よ

っ
て

開

か
れ

た
三

十

六

町

歩

余

の
塩

田
が

あ

る
が

、

こ

こ

で
も

塩

焼

燃

料

「一



に
前
文

の
三
田
尻
説
よ
り
前

に
石
炭

を
利
用

し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

宗
像
郡
津
屋
崎
塩
浜

の
百
姓
団
七
な
る
者
、
宗
像
郡
奉
行
味
岡
団
右

ヱ
門

の
免
書
五
通
を
得
て
、
鞍
手
郡
御
徳
村
の
炭
坑
に
交
渉
し
、
川
備
・奉
行

の

許
可
並
に
芦
屋
洲
口
番
人
の
許
可
を
経
て
、
始
め
二
百
十
石
積

み

一
艘
、

尋

い
て
百
石
積
四
艘
の
石
炭

を
齎
ら
し
来

っ
て
販
売
す
、
塩
田
主
の
主
人

大
社
元
七
之
を
買
入
る
、
時

に
延
享
二
年
十

一
月
十
三
日
也

と
、

「大
社
家
文
書
」
の

「家
記

」
に
記
し
て
い
る
。
家
記
は
明
治
期
の
作
で

あ
る
が
、

こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
に

「
津
屋
崎
塩
浜
文
書
」
が
あ
る
。

川

婦

右

ハ
鞍
手
郡
御
徳
村
参
焚
石
芦
屋
迄
積
下
シ
之
為
、
百
姓
団
七
願
出
、
願

出
之
通
被
付
候
、
自
分

二
船
仕
調
川
船
奉
行
改
請
、
自
由

二
積
下
被
仰
付

候
事
、

右
焚
石
津
屋
崎
塩
浜
積
廻
候
節
、
芦
屋
洲
口
積
出
御
見
分
書
運
上
銀
脂
上
、

右
之
通
石
積

二
御
免
書
五
枚

二
而
御
奉
行
衆
チ
御
書
出
ル
、
団
七
江
相
渡

洌
口
出
証
拠
之
事

百
弐
拾
石
積
船
壱
艘

右

ハ
宗
像
郡
津
屋
崎
塩
浜
入
用
之
焚
石
、
芦
屋

洌
口
積
出
聞
届
候
、
御
法

之
通

洌
口
運
上
銀
指
出
候
上

二
而
可
指
通
事

延
享
二
年
十

一
月
十
三
日

三
好
甚
左
衛
門

栗
生
重
右
衛
門

味
岡
団
右
衛
門

遠
賀
芦
屋

洌
口
番
人

一
、
百
石
積
壱
艘

右
書
右
同
断

一
、
百
石
積
壱
艘

右
同
断

一
、
百
石
積
壱
艘

同

一
、
百
石
積
壱
艘

同

右
御
免
書
団
七
請
物
御
郡
役
所
江
上
候

一
、
銀
三
拾
目

ハ

壱
割
式
歩
附
五
ケ
年
賦

右

ハ
大
束
焼
左
之
人
数
仕
組
相
立
、
薪
代
銀
相
願
之
通
拝
借
被
仰
付
、
尤

延
享
二
年
八
月
相
渡
候
、
年
半
故
、
来
寅
六
月
よ
り
年
賦
上
納
被
仰
付
拝

借
人
数元

七

・
貞
兵
衛

・
喜
右
衛
門

・
喜
兵
衛

・
藤
三
郎

・
半
次
郎

以
上
六
人

(
「
延
享
三
年
宗
像
郡
津
屋
崎
塩
浜
開
」
)

前
文

の
資
料
で
わ
か
る
よ
う
に
、
津
屋
崎
塩
浜
仕
立
と
同
時
期
か
ら
"
薪
代
銀

の
名
目
で
石
炭
代
銀
を
借
用
し
、
塩
焼
炭
の
準
備
に
か
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
隣
接

の
勝
浦
塩
浜
に
石
炭
焚
き
の
技
術
を
見
習

っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
間

違
い
な
か
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
石
炭
を
初
め
て
産
業
用
の
塩
焼
燃
料

に
使

っ
た
と

い
う
三
田
尻

津
屋
崎
両
説
も
、
勝
浦
説
に

一
歩
譲

っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。


